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⑴
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業（
育
児
支
援
課
）

　

事
業
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
、
開
設
日
を

拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

　

身
近
な
場
所
で
専
門
的
な
相
談
や
発
達
の
支

援
を
受
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
も
、
人
材
面
に
つ
い
て
は
よ
り
充
実
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、

利
便
性
の
面
か
ら
も
検
討
が
必
要
で
す
。

⑵
一
時
保
育
事
業（
育
児
支
援
課
）

　

一
時
保
育
の
目
的
は
就
労
形
態
の
多
様
化
な

ど
に
対
応
し
、
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要

で
す
。

⑶
学
校
支
援
員
配
置
事
業（
学
校
教
育
課
）

　

子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
き

て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
学
校

支
援
員
を
配
置
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
と
児
童
生
徒
へ
の

支
援
が
充
実
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑷
食
育
推
進
事
業（
健
康
推
進
課
）　

　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
心
身
の
成
長

な
ど
に
大
き
く
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
健
全
な
食

生
活
を
身
に
つ
け
生
涯
を
い
き
い
き
と
暮
ら
す

た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
重
要
で
す
。

　

食
育
講
座
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
、
啓
発

に
努
め
て
い
る
が
、
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
民
間
企
業
を
活
用
す
る
な
ど
の
方
策

の
検
討
も
必
要
で
す
。

⑸
高
齢
者
見
守
り
隊
事
業（
高
齢
者
福
祉
課
）

　

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

施
策
と
し
て
、
有
意
義
な
事
業
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
に
限
定
す
る
の
で

は
な
く
、
弱
者
救
済
の
観
点
か
ら
も
制
度
の
充

実
と
地
域
で
の
見
守
り
、
協
力
す
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑹
自
治
振
興
活
動
費
補
助
事
業（
地
域

振
興
課
）

　

地
域
の
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め
る
た
め
に

補
助
金
か
ら
交
付
金
に
変
更
と
な
り
、
地
域
住

民
自
ら
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
市
は
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
外
部

監
査
を
行
う
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

⑺
農
産
物
加
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助

金（
農
政
課
）

　
「
第
６
次
産
業
」と
し
て
、
農
商
工
が
連
携
す

る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
事
業
で
す
。
ま

た
、
三
次
で
取
れ
た
物
を
加
工
し
て
売
る
と
い

う
こ
と
は
、
三
次
の
資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が

る
事
業
で
す
。
市
の
側
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
も

含
め
て
、
い
か
に
売
れ
る
商
品
に
す
る
か
ま
で

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
と
い
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

行
政
チ
ェッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言

平
成
22
年
１
月
８
日「
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
」が
、市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○「
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
」と
は
…

　

行
政
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、
市
が
行
う
各
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
率
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
数
値
で

わ
か
り
や
す
く
表
し
、
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

市
の
内
部
の
１
次
・
２
次
評
価
終
了
後
、
公
募
市
民
・
学
識
経
験
者
な
ど
８
名
で
構
成
す
る『
行
政

チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
』で
さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
21
年
度
に
市
が
実
施
し
た
２
６
１
事
務
事
業
の
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
中
か
ら
、
市
民

会
議
が
重
要
と
判
断
し
た
18
件
の
事
務
事
業
を
任
意
に
選
択
し
、
市
民
の
視
点
に
よ
る
外
部
評
価
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
提
言
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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１
月
10
日
㈰
、
新
春
恒
例
の
三
次
市
消

防
出
初
式
が
、
十
日
市
親
水
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
7
ペ
ー
ジ
）

今
月
の
表
紙

三
次
市
消
防
出
初
式

（
十
日
市
親
水
公
園
）

⑻
経
営
革
新
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援

事
業（
商
工
観
光
課
）

　

景
気
が
後
退
し
、
経
営
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
中
で
、
新
商
品
の
開
発
や
経
営
革
新
に
取
り

組
む
企
業
の
育
成
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出

に
向
け
、積
極
的
な
制
度
の
周
知
が
必
要
で
す
。

⑼
中
小
企
業
融
資
支
援
制
度
設
置
事
業

（
商
工
観
光
課
）

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
、
中
小
企
業
の

活
性
化
の
た
め
に
も
、
こ
の
制
度
の
積
極
的
な

利
用
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑽
創
業
支
援
等
融
資
事
業（
商
工
観
光
課
）

　

制
度
が
十
分
利
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
か

ら
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
内
容
の
改
善
を
図
っ
て

も
ら
い
た
い
。
サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
で
な
く
、
農

業
を
含
め
た
幅
広
い
分
野
で
取
り
組
め
る
制
度

に
す
る
な
ど
、
活
用
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

⑾
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に

関
す
る
こ
と（
育
児
支
援
課
）

　

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
し
や
す
い
も
の

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
の
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
策
を
表
彰

す
る
こ
と
等
が
、
企
業
に
と
っ
て
も
Ｐ
Ｒ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、
さ
ら
な
る
工
夫

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑿
三
次
市
民
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

事
業（
地
域
振
興
課
）

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
意
味
の
あ
る
事
業
で
は

あ
る
が
、
効
率
が
悪
い
部
分
は
見
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
も
踏
ま
え

た
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
を
行

い
、
運
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
の
統
廃
合
に
お
い
て

も
、
通
学
で
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
し
わ
寄

せ
が
お
よ
ば
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⒀
ふ
る
さ
と
三
次
応
援
団
事
業（
地
域
振
興
課
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
寄
付
が

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
成
功
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
活
動

に
よ
り
、
さ
ら
に
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

⒁
地
域
大
学
連
携
事
業（
企
画
調
整
課
）

　

大
学
等
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
事
業
で

す
。
今
年
度
の
取
り
組
み
の
検
証
に
併
せ
て
、

制
度
に
つ
い
て
も
よ
り
利
用
し
や
す
い
事
業
と

な
る
よ
う
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

⒂
市
政
懇
談
会（
秘
書
広
報
課
）

　

前
年
度
に
比
べ
て
改
善
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
さ
ら
な
る
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
在

の
2
時
間
と
い
う
時
間
設
定
で
は
、
市
民
に

と
っ
て
は
十
分
な
懇
談
時
間
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
年
1
回
と
い
う
回
数
も
増

や
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
民
側
も
、
意
見
の
大
半
を
要
望
が
占
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、こ
の
点
は
反
省
し
、

よ
り
よ
い
市
政
執
行
の
た
め
、
建
設
的
な
意
見

を
述
べ
る
べ
き
で
す
。

⒃
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
推
進
に
関
す
る

こ
と（
企
画
調
整
課
）

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
理
念
は
重
要
で
あ
る

が
、
認
証
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
三
次
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を

運
用
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

⒄
行
財
政
改
革
の
推
進（
企
画
調
整
課
）

　

行
財
政
改
革
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

委
託
が
進
ん
だ
場
合
、
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ

て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
適
確
に
把
握
し
、
市
民
の
声
が
届
い

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
も
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

⒅
財
政
状
況
の
公
表（
財
政
課
）

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
人
で
も
多
く
の

市
民
に
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
、
引
き
続

き
そ
の
た
め
の
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
の
公
表
内
容
で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
公
表
す
べ
き
こ
と
で
改
善
は
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
提
言
を
は
じ
め
、
行
政
評
価
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp/

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

kikaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
変
わ
り
ま
す

農
業
用
償
却
資
産
の
耐
用

年
数
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

農
地
相
続
は
農
業
委
員
会
へ

の
届
出
が
必
要
で
す

ご
存
知
で
す
か
？

市
・
県
民
税
申
告
相
談

受
付
の
お
知
ら
せ

　

平
成
２１
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
平

成
２２
年
度（
平
成
２１
年
分
）か
ら
対
象
と
な

る
方
や
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

○
入
居
日

平
成
１１
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
１８
年

１２
月
３１
日（
平
成
２０
年
度
か
ら
）

平
成
２１
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年

１２
月
３１
日（
平
成
22
年
度
か
ら
新
設
）

　

○
適
用
条
件

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
税
額

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
方

●
適
用
を
受
け
る
に
は

○
今
ま
で
に
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

 

・
年
末
調
整
の
み
の
方
は
、
給
与
支
払

報
告
書
に
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。

 

・
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
確
定
申
告

書
に
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。

○
初
め
て
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
方

 

・
今
ま
で
ど
お
り
税
務
署
で
の
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

※
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告

書
の
提
出
は
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先

◦
市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ

い
て

財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

◦
確
定
申
告
に
つ
い
て

三
次
税
務
署

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
７
２
１

　

平
成
２０
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
農

業
用
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
に
つ
い
て
は
平
成

２１
年
分
の
申
告
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

旧
年
分
か
ら
登
録
し
て
あ
る
も
の
も
平
成

２１
年
分
の
申
告
か
ら
は
変
更
後
の
耐
用
年

数
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
建
物
を
除
く
ほ
と

ん
ど
の
農
業
用
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
が

一
律
７
年
に
な
り
ま
し
た
。

（
改
正
例
）

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー　

５
年
、
８
年
→
７
年

　
　

草
刈
機　
　
　

５
年
、
８
年
→
７
年

　
　

ボ
イ
ラ
ー　
　

８
年
→
７
年　
　
　

　

な
ど

　

詳
し
い
変
更
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

ま
た
は
各
支
所
総
合
調
整
係

申
告
相
談 
２
月
１６
日
㈫
か
ら

３
月
１５
日
㈪
ま
で

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
２２
年
度

の
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
算
定
根
拠
に
な
る
も
の
で
、
所
得
等
が

な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し
い

申
告
相
談
受
付
の
日
程
等
は「
広
報
み
よ

し
」１
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

●「
相
続
」「
遺
産
分
割
」「
時
効
取
得
」「
法

人
の
合
併
・
分
割
」な
ど
に
よ
り
農
地
法

の
許
可
を
要
さ
ず
に
農
地
を
取
得
し
た

方
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

●
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出

を
し
た
り
す
る
と
、
10
万
円
以
下
の
過

料
に
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
耕
作
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
農
業
委

員
会
か
ら
貸
し
借
り
等
の「
あ
っ
せ
ん
」

を
し
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
９
３

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

nougyu@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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電子申告をはじめてみませんか？
　e-Tax（国税の電子申告）やeLTAX （地方税（市税）の電子申告）を利用すると、税の
手続きが便利になります。

　e-TaxやeLTAXを利用すると、税務署や申告会場に行
くことなく自宅のパソコンで申告を行えるようになりま
す。さらに、個人の場合は、源泉徴収票などの添付書類を
省略できます（ただし、添付書類は原則３年間の保存が必
要です）。また、平成21年分の所得税の確定申告をe-Tax
で期限内に行った場合、最高5,000円の税額控除を受ける
ことができます（ただし、平成19年分・20年分の確定申告
でこの控除を受けた方は受けられません）。

e-Tax（イータックス） eLTAX（エルタックス）

対象 国　　　税 地方税（市税）

電
子
申
告
で
き
る
内
容

◦所得税、法人税、消費税、
酒税および印紙税の申告

◦納税証明書の交付請求
◦給与所得の源泉徴収票
（および同合計表）など
の法定調書の提出

◦各種申請および届出書
など

◦給与支払報告書の提出
◦特別徴収に係る給与所得

者異動届出
◦普通徴収から特別徴収へ

の切替届出
◦退職所得に係る納入申告

および特別徴収票の提出
◦特別徴収義務者の所在

地・名称変更届出
◦償却資産の申告

届出
方法

e-Taxのホームページから
インターネットで届出また
は書面で税務署へ提出

eLTAXのホームページか
らインターネットで届出

　平成２１年分の確定申告会場は「三次税務署」です。
昨年と会場が変更になっていますのでご注意ください。
○開設期間　　2月16日㈫～3月15日㈪
○受付時間　　9時～16時（土、日を除く） 
○相談時間　　9時～17時（土、日を除く）
　最終日付近は混雑します。お早めにご来場ください。

問い合わせ先
　e-Tax（確定申告・イータックス）に関すること　三次税務署　　☎（0824）62-2721
　eLTAX（エルタックス）に関すること　財務部課税課市民税係　☎（0824）62-6122

e-TaxやeLTAXを利用するメリット

確定申告はお早めに

三
次
市

役　

所

１ 住民基本台帳カードの申請
（電子証明の発行も含む）

２ 住民基本台帳カードの発行
小
売

店
等 ３ IC カードリーダの購入

三　

次

税
務
署

４ e-Tax 開始届出書の提出

５ e-Tax 利用者識別番号等
の取得

６ e-Tax による申告

個人で電子申告を
行う場合の流れ

　この例は三次市役所にて発行する電
子証明書を利用する場合のものです。
その他民間認証局等が発行する電子証
明書はe-TaxやeLTAXのホームペー
ジで、ICカードリーダは各電子証明書
の発行機関でご確認ください。

三次税務署
消防署

本通り商店街

みよし中央通り

三次駅
中原踏切

国道183号 庄原→

出会い
の広場

バスセンター
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消費生活相談●消費生活相談コーナー
�毎週月・火・木・金曜日の
９時から16時

相談
日時

　

全
国
共
通
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」が
、
本
格

的
に
全
国
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

０
５
７
０

－

０ま
も
ろ
う
よ

６
４

－

３み
ん
な
を
！

７
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は
、
消
費
生
活
窓
口
の
番
号
が
わ
か
ら

な
い
場
合
や
休
日
な
ど
で
窓
口
に
相
談
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
消

費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
や
す
く
す
る
全
国
共
通
の

番
号
で
す
。

　

こ
の
番
号
に
か
け
る
と
、
お
近
く
の
市
や
町
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
ダ
イ
ヤ
ル
後
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
郵
便
番
号
な
ど
を
入
力
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。）

※
注
意
…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
Ｉ
Ｐ

電
話
、
プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
で
は
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
と
違
い
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。）

《
心
配
な
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
》

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
係
で
は
、
悪
質
業
者
の
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
の
消
費
者
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
会
や
地
域

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課
総
合
相
談
係

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shim
in@

city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が

全
国
始
動
し
ま
し
た

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

シ
リ
ー
ズ
●
第
19
回

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ
て
何
？

　
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）』

と
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
期
間

（
20
～
25
年
）
が
過
ぎ
て
か
ら
、
厚
生
労
働

省
の
承
認
を
受
け
て
、
他
の
製
薬
メ
ー
カ
ー

か
ら
発
売
さ
れ
る
、
有
効
成
分
な
ど
は
同
等

の
低
価
格
の
薬
の
総
称
で
す
。

　

長
寿
医
療
の
被
保
険
者
の
方
へ
は
、
１
月

下
旬
に
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー

ド
』
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
は
、 『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お

願
い
カ
ー
ド
』
を
提
示
し
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
の
自
己
負

担
額
が
減
り
、
医
療

費
の
健
全
化
も
図
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
保
険
年
金
課
保
険
年

金
係

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

hoken@city.miyoshi.hiroshima.jp

☎（0824）62-6222
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みよし HOT NEWS

　新春恒例の三次市消防出初式が、１
月10日㈰に十日市親水公園で行われ
ました。厳しい寒さの中、消防団員と
三次消防署員など総勢約1,000人が参
加し、無火災への誓いを新たにしまし
た。
　昨年も全国各地では多くの火災や大
規模な災害が発生しています。安全・
安心なまちづくりのために、日ごろか
ら、家族や地域で防災について話し合
う機会を持ってみてはいかがですか。

　ロボットやロケットの仕組みや動きを学ぶ講座が、
１月23日㈯・24日㈰に塩町中学校で開かれました。
これは三次市地域大学等連携事業を活用して、NPO
法人三次科学技術教育協会（MISTEE）と広島国際大
学寺重研究室が協働して開催されたもので、両日とも
親子連れなど約15人が参加しました。
　子どもたちは普段あまり聞くことのできない宇宙工
学の話などにも興味深く耳を傾けていました。また、
24日には実際にロケットの打ち上げが行われ、勢い
よく空へ飛び出すお手製のロケットを見て、子どもた
ちからは歓声があがっていました。

　１月７日㈭、無病息災を願う「的弓祭」が甲奴町小童
の須佐神社で行われました。大勢の参拝者が見守る中、
宮司がかぶら矢と弓を３回打ち鳴らして悪魔を追い払っ
た後、若松の間につるした的に矢を放ち、無病息災を祈
りました。
　古くから的が取り付けてある松の枝は無病息災のお守
りになるという言い伝えがあり、参拝者は競ってこの松
の枝を持ち帰っていました。

　市のまちづくりの指針を定めた「三次市まち・ゆめ基
本条例」の検証作業が、１月19日㈫から始まりました。
この検証は条例に基づくもので、８名の市民委員により、
条文を見直すべきかどうかなどの検証が行われます。
　第１回目の委員会では、市民と行政の協働によるまち
づくりの成果や「三次市まち・ゆめ基本条例」の継続的
な広報活動の必要性などの意見がかわされました。
　この検証は３月まで行われ、その後、市長に対して答
申が出される予定です。

地域の安全・安心のために
三次市消防出初式

小・中学生がロボット＆ロケットづくりに挑戦!

無病息災を願って 的
ま

弓
と う

祭
さ い

まち・ゆめ基本条例検証はじまる
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クリーンセンターから
問い合わせ先
　総合窓口センター 環境政策課 業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

燃やせるごみの中に
金属類などを混ぜないで

　市ではごみの資源化を推進するとともに、適正かつ円滑な処理を行うため、
17分別収集を実施していますが、一部燃やせるごみの中に空き缶や危険ごみ
などが混入していることがあります。
　混入した金属類は、焼却処理の際に燃え残って、灰出しコンベアに挟まる
など、円滑な焼却処理に支障が生じることがあります。また、中身のあるス
プレー缶などは、爆発、火災を引き起こす要因となります。
　重大な故障や火災等が発生すると、毎日、家庭から出されるごみを長期間
処理できなくなります。正しい分別にご協力ください。

危険
です

　スプレー缶、空き缶などを中身の見
えない青や黒のビニール袋に入れ、燃
やせるごみと一緒に出すケースが見受
けられます。
　このような「分別がめんどう。わか
らなければいい」という一部の心ない
人の行為は、思わぬ事故などにつなが
ります。絶対にやめてください。

　正しく分別されていないごみは、効率
のよい処理ができないばかりでなく、処
理過程でのケガや、機械の故障につなが
ります。
　このため、収集の際には、「収集でき
ない理由」を明記し収集していません。
また、クリーンセンターへの直接搬入の
際も、正しく分別されていないごみにつ
いてはお断りしています。ご理解とご協
力をお願いします。

大きさによって、「燃やせ
るごみ」、「粗大ごみ」のい
ずれかで出してください。
※区分の目安
○小さなもの（三次市指定ごみ袋に入りきるもの）

は、燃やせるごみの袋に入れ、集積場へ出してく
ださい。

○大きなもの（三次市指定ごみ袋に入りきらないも
の）は、丸めて紐掛けし、粗大ごみとして集積場
へ出してください。

ルール無視！こんな悪質なケースも…

「明らかに分別されていない」と
判断できるごみは、
収集、処理しません

よしず、すだれの
出し方
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奥田元宋・小由女
美術館 ク ロ ー ズ ア ッ プ

問い合わせ先　奥田元宋・小由女美術館
　　　　　　　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp

　今期の常設展では、「元宋の
赤」を中心とした伸びやかな風
景画と、春を思わせる華やかな
人形をご堪能ください。
　また、奥田元宋の師匠である
児玉希望の屏風作品《波

は

濤
とう

群
ぐん

鶴
かく

》も展示しています。群青の
迫力ある画面が目に飛び込んで
くる大作で、波の表現や鶴の脚
の皮膚や飛沫など、細部にわた
り大和絵風の古典的な技法の特
徴が現れた豪華な作品です。こ
の機会にぜひご覧ください。

　現在、奥田元宋・小由女美術館ではボランティアスタッ
フがさまざまな分野で活躍されています。この度、受付・
監視グループ、ガイドグループのボランティアスタッフの
募集を行います。
　新たにボランティアスタッフとして活動いただける方を
対象に「OGS夢スタッフ養成講座」を開催します。
　参加を希望される方は事前に奥田元宋・小由女美術館に
ご連絡ください。多くの皆さんの参加・ご協力をお待ちし
ています。

平成21年度
第4期常設展 情報

ボランティアスタッフ募集！

　３月６日㈯　美術館ボランティアスタッフについて
　　　　　　　受付・監視グループの活動について
　　　　　　　ガイドグループの活動について
　ところ　奥田元宋・小由女美術館多目的室
　時　間　14時～15時30分

●養成講座スケジュール

※その他、環境美化グループ・呈茶グループ・広報グループも随時募集しています。
お気軽にお問い合わせください。

【その他活動内容】
・企画展に伴う勉強会の実施
・美術館視察研修など

期間／～4月13日㈫まで

奥田元宋 《煌》 1991（平成３）年

奥田小由女 《蝶》 1998（平成10）年

鮮やかな色彩の蝶が女性の指に静かに止まっています。袖
を広げた女性の姿は、それ自体が羽を広げた蝶のようにも
見えます。改組第30回日展の出品作です。

豊かに色づいた秋の山の月明かりに浮かび上がる姿が
目を惹く印象的な作品です。この作品は、改組23回
日展の出品作です。

広報みよし  2010.2  No.07109



まちづ くり
手をつ

なぎ　しあわせづくりPride      of  Place

青河 編

子どもから大人まで
夢がもてる町

育児サークル～ほたるっ子～

福寿会と子どもたちが
竹細工に挑戦

青河ボランティアの会
～おふくろの味をいつまでも～

　未就学児とその親同士が交
流する場をつくろうと、母子推
進委員と親が協力して今年度
から発足したサークルです。親
子クッキングや遊びなどを通し
て、子ども同士、親同士が楽し
く遊び一息つける場を提供して
います。今後は地域の方に昔の
遊びを教えてもらうなどの交流
もしていきたいと考えています。

　地域の大人と子どもの交流の場
をつくろうとはじめた地域の里親
事業。この活動の中で今年度初め
て「みんなで竹細工を作ろう」を
行いました。先生は地元福寿会の
皆さん。竹ぽっくり、竹馬、竹水
鉄砲などの作り方を教わりまし
た。とても楽しそうに作る大人を
見た子どもたち。自然と笑顔にな
り会話もはずみ楽しいひととき
を過ごしました。古き良き時代の
ゆったりとした風景が青河には
残っています。

　青河ボランティアの会では地域の高齢者の方々に元気
に過ごしてもらおうと、年に６回のいきいきサロンと２
回の配食を行っています。毎回地元産の旬の食材を取り
入れたおいしい食事と演芸でおもてなしをしています。
　また、町内での各種行事（芋掘り交流など）では青河
味噌を使った豚汁を朝早くから用意するなど積極的に活
動しています。青河の“おふくろの味”として親しまれ
ています。

　いつも元気でこころ　　あたたかい青河の人々!

問い合わせ先
　青河自治振興会
　☎（0824）67-3701
　 aoga@m-city.jp
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まちづ くり
手をつ

なぎ　しあわせづくりPride      of  Place

まちづくり●青河編

広島市から親子200組が青河へ

青河から広島市宇品公民館へ

都市と農村との交流
～心と心のつながりを大切に～

　今年で10年目となる広島市の幼稚園との芋掘り交流。これまでは「園
児と地域」の交流でしたが、今年は幼稚園の「親父の会と地域」の交
流となり、親子200組が参加しました。この日に向け町民が一体となっ
て育てたさつまいもと大根を楽しく収穫しました。収穫後は、つきたて
のもちや豚汁でおもてなし。芋の育て方、抜き方、大根葉の食べ方な
どお父さん同士の会話もはずみました。子どもたちは大きな芋に大歓
声をあげ、お父さんからは、「久しぶりに土に触った、田舎の空気はお
いしい、また来年も来たい」との感想が聞かれ大変うれしい１日となり
ました。田舎の気持ちよさを親子で感じてもらうことができたようです。

　青河まちづくりビジョンの基本方針とし
て掲げている“都市との交流事業”に基づ
き今年度から広島市南区にある宇品公民館
との交流をスタートさせました。11月７・
８日には宇品公民館祭りに延べ約50名の青
河町民が参加しました。
　青河からは町民が生産した約2000品の野
菜を持参し販売。野菜のおいしい食べ方な
どを伝授しながらの販売は大変好評でほぼ
完売しました。現地では三次市出身の方が
声をかけてくださったり、販売の手助けを
していただいたり、地域の絆を強く感じま
した。また、栽培した野菜を出品した町民
も自分の野菜が売れた喜びを感じることが
できました。今後も継続して都市との交流
を行いたいと考えています。

　いつも元気でこころ　　あたたかい青河の人々!

６月にはほたるを
見にきてね！
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夢
を
か
な
え
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自
分
づ
く
り

問
い
合
わ
せ
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福
祉
保
健
部 

健
康
推
進
課 

健
康
推
進
係

　

☎（
０
８
２
４
）６
２

－
６
２
３
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（
０
８
２
４
）６
２

－
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３
８
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kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

来
月
の
献
血

3
月
8
日

3
月
15
日

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

10
時
～
11
時
、
12
時
～
15
時

広
島
県
三
次
庁
舎

三
次
市
役
所 月月

　

最
近
１
ヵ
月
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
、
当
て
は
ま
る
数
が
多
い
人
は
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

重
症
に
な
ら
な
い
う
ち
に
原
因
に
つい
て
考
え
て
み
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
っ
た
り
し
て
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

～
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
め
よ
う
～

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
は
？

□　

イ
ラ
イ
ラ
す
る

□　

不
安
だ

□　

落
ち
着
か
な
い

□　

憂
う
つ
だ

□　

よ
く
眠
れ
な
い

□　

体
の
調
子
が
悪
い

□　

物
事
に
集
中
で
き
な
い

□　

す
る
こ
と
に
間
違
い
が
多
い

□　

仕
事
中
強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る

□　

や
る
気
が
出
な
い

□　

へ
と
へ
と
だ（
運
動
後
を
除
く
）

□　

朝
起
き
た
と
き
、
ぐ
っ
た
り
し
た
疲
れ

を
感
じ
る

□　

以
前
と
比
べ
て
、
疲
れ
や
す
い

　

精
神
疾
患
で
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
の
う
え
、
詳
し

く
は
健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）制
度

　

精
神
疾
患
の
た
め
通
院
治
療
を
受
け
た
場

精
神
保
健
福
祉
制
度
に
つ
い
て
、

ご
存
知
で
す
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

相
談
、
問
い
合
わ
せ
は

■
三
次
市
の
相
談
窓
口

　

福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
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■
広
島
県
の
相
談
窓
口

　

広
島
県
北
部
保
健
所　

保
健
課　
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０
８
２
４
）６
３

－

５
１
８
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
４
２
）

　これまでの優先接種対象者に加え、1月19日から健康な成人（19歳～65
歳未満）および1歳未満の小児が新たに対象者となりました。これにより、
市民全員が新型インフルエンザワクチンの接種対象者となりました。
　また、高校生と高齢者（65歳以上）の接種スケジュールについては、当
初の予定が前倒しされ、1月14日から接種ができることとなりました。
　ワクチン接種を希望される場合は、あらかじめかかりつけ医などに相談
してください。
※１歳未満の小児は、予防接種によって免疫をつけることが難しいため、
新型インフルエンザワクチンの接種は推奨されませんが、接種を希望さ
れる保護者の方はかかりつけ医などにご相談ください。

新型インフルエンザワクチンの接種対象者および
接種スケジュールが見直されました。

合
の
自
己
負
担
部
分
の
一
部
を
公
費
負
担
す

る
制
度
で
す
。
対
象
に
な
る
医
療
費
は
、
指

定
医
療
機
関
で
治
療
等
を
行
っ
た
場
合
の
み

で
す
。

＊
申
請
に
は
、
所
定
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

●
精
神
障
害
者
福
祉
保
健
手
帳

　

こ
の
手
帳
は
、
精
神
障
害
者
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
～
３
級
ま
で
あ

り
ま
す
。

も
関
連
し
て
、
脳
の
神
経
伝
達
物
質
の
働
き

が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
脳
機
能
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
状
態
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
１５
人
に
１
人
は
、
生
涯
に
１
度
は
か
か

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
休
養
し
、
適
切
な
薬
物
治
療
を

す
る
こ
と
な
ど
で
回
復
す
る
可
能
性
が
高
い

た
め
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
相
談
・
受
診
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す

う
つ
病
と
は
？

～
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
～

　

う
つ
病
は
、
気
分
が
落
ち
込
ん
で
何
に
対

し
て
も
興
味
が
持
て
ず
、
活
力
が
低
下
す
る

病
気
で
す
。
ス
ト
レ
ス
や
性
格
・
行
動
の
ク
セ
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すこやか ４コマ

相　談 と　　き と　こ　ろ そ　　の　　他 問い合わせ・申し込み先

心の
健康相談 ３月１6日㈫

受付時間
13：00～
14：30

広島県北部保健
所

（広島県三次庁
舎第3庁舎内）
三次市十日市東
四丁目6番1号

対象：ストレス・うつ病な
ど心の健康について不安
のある方およびその家族
など
スタッフ：精神科医師
　　　　 保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。

広島県北部保健所
　保健課保健対策係
☎（0824）63-5181
　　　　（内線3342）
（0824）63-5190

※電話をお使いになれな
い場合はＦＡＸでお申
し込みください。

エイズ検査・
相談 ３月１0日㈬

検査は無料・匿名で受け
られます。結果はその日
にお知らせできます。
相談は随時実施していま
す。

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）

バランスよう食べて
みんなでコマをまわそうや

「みよし版食事バランスガイド」掲載メニュー紹介

「食事バランスガイド」は１日に「何」を「どれだけ」食べればよいかをわかりや
すく「コマ」の形で表したものです。この「コマ」がうまく回ると「バランスのよ
い食事がとれている」ことになります。「食事バランスガイド」は市ホームページ
に全文を掲載していますので、食生活の参考にしてください。

⑧ミルクリゾット（布野）

大根……………　２４０ｇ
長ねぎ……………　８０ｇ
油………………　小さじ１
水………………　４００cc
固形コンソメ………　１個

材料（４人分）

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課食育推進係
　☎（0824）65-1294　 （0824）62-6382
　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

①大根は千切り、長ねぎは小口切りにする。鍋に油をひき、大根を炒
め、長ねぎを加えてさらに炒める。

②①に水、コンソメを入れ、煮立ったらご飯を入れる。牛乳を加えて、
弱火でひと煮する。

③粉チーズを加え、塩、こしょうで味を整える。

作　り　方

　牛乳にはたんぱく質、カルシウム、脂質
などの栄養が豊富に含まれています。その
まま飲んでもおいしいですが、調理に利用
すれば食べ方の幅はもっと広がります。料
理にコクを出したり、塩味や甘味を強めた
りするので、いつもの味付けより塩や砂糖
を控えめにできます。味噌汁や卵焼き、煮
物などにも使ってみてください。

ごはん…………　４００ｇ
牛乳……………　６００cc
粉チーズ………　大さじ１
塩……………………　少々
こしょう……………　少々
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育児

身
近
な
場
所
で
集
い
、

遊
び
、
相
談
で
き
る
よ
う
、

保
育
所
を
地
域
へ

開
放
し
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保 育 所 開 放

子育て支援情報

ひろしまチャイルドライン
三次分室講演会

～いま、 子どもたちの声～

子どもたちの一番の悩みってどんなこと？
いつも、子どもたちは、はなしたいとき、
きっとおもっています。
でも、なかなかだれにも話せない…
チャイルドラインの電話に…
スクールカウンセラーのところに…
そっとおいていった子どもたちの声から…
今、子どもたちが抱えている
不安や悩みに耳を傾け、

いっしょに考えてみませんか？

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）」の
策
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
17
日
㈬
～
３
月
８
日
㈪
ま
で

資
料
の
閲
覧　

市
役
所
お
よ
び
各
支
所
の

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

募
集
期
間
内
に
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
育
児
支
援
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課
育
児
支
援
係
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三
次
市
十
日
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１
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ikuji@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）素
案
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

県立高等学校退職後、現在は中学・高校にスクー
ルカウンセラーとして勤務。生徒、保護者、教
職員に向け講演活動を展開中。その他、上級教
育カウンセラー・キャリアカウンセラー・三次フ
リースクール代表。

講師プロフィール

問い合わせ先
　特定非営利活動法人ひろしまチャイルドライン
　子どもステーション
　☎090-7998-6113　 082-272-5540
　 hiroshima-childline@fine.ocn.ne.jp

と　き　２月21日㈰ 13時30分～15時30分
ところ　三次市福祉保健センター 4階
内　容
●第１部　チャイルドライン報告

報告者／上野和子さん（特定非営利活動法人ひろしま
チャイルドライン子どもステーション理事長）

●第２部　子どもたちの今の声
講　師／石田　茂さん（スクールカウンセラー）

※託児をご希望の方は２月19日㈮までに、
　☎（0824）63-9871（金本）へご連絡ください。

入場
無料
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行事のお知らせ

「朝ごはんレシピ」優秀作品決定!平成21年度

相　談 と　き ところ 対　象 内容など 問い合わせ・申し込み先

子育て
相　談

2月23日㈫
9：30～11：00

三次市福祉保健
センター3階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、育児
のことなど気軽にご相談ください。また友
達作りに来てみませんか？ 福祉保健部健康推進課母子保健係

☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

3月10日㈬
10：30～12：00 みわ保健センター

3月23日㈫
9：30～11：00

三次市福祉保健
センター3階

パパ・ママ
スクール

3月14日㈰
13：30～16：00

三次市福祉保健
センター3階

妊婦さんと
その家族

もうすぐお父さん・お母さんになる方を対
象にパパ・ママスクール（マタニティークラ
ス）を開催します。ご夫婦での参加もお待
ちしていますので、子育てのノウハウを一
緒に学び、体験しましょう！

離乳食
講　座

3月9日㈫
13：30～15：30

三次市福祉保健
センター3階

7ヵ月頃～
18ヵ月頃まで
の乳児を子育
て中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽し
く交流しましょう！ 10名で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方はお知
らせください。

・申込締切　3月4日㈭

福祉保健部健康推進課食育推進係
☎（0824）65-1294
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

3月16日㈫
13：30～15：30 吉舎保健センター

18ヵ月頃まで
の乳児を子育
て中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽し
く交流しましょう！ 10名で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方はお知
らせください。

・申込締切　3月11日㈭

吉舎支所総合調整係
☎（0824）43-3111
（0824）43-3062
kisa@city.miyoshi.hiroshima.jp

または福祉保健部健康推進課食育推進係

申し込み・問い合わせ先
　子育て支援部育児支援課育児支援係
　☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課食育推進係
　☎（0824）65-1294　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

※三次市子育てサポート事業とは
　子育ての援助を受けたい人（おねがい会員）と応援したい人

（まかせて会員）が会員となり、子育てを助け合う相互援助活
動です。市が依頼を受けて仲介をします。
○対象年齢　小学校３年生まで
○援助活動の内容
・保育所に入所するまでの期間、子どもを預かる
・保育施設終了後や放課後、子どもを預かる
・保護者の仕事や習い事など、必要に応じて子どもを預かる

子育てサポート事業 まかせて会員講習会
自宅で子育ての援助をしたい方を対象に「まかせて
会員講習会」を開催します。子育てを応援したい方、
ぜひご応募ください。※託児あり（要予約です）

と　き　２月25日㈭ ９時30分～12時
ところ　三次市福祉保健センター４階研修室
対　象　市内在住で子育ての援助をしたい人
申し込み方法　２月23日㈫までに育児支援課へ電話

またはFAXでお申し込みください。

　市内小・中学生を対象に募集した「朝ごはんレシ
ピ」計117作品の中から、次のとおり各賞が選ばれ
ました。各賞は、１次審査を通過した小・中学生各
４人が実際に調理する｢朝ごはんづくりコンテスト｣
を行い、それらを審査員５名（委員長：県立広島大学 

加藤秀夫教授）が審査し決定しました。
　入賞作品以外にも栄養を考えたもの、旬の食材を
使ったもの、簡単に作れるものなど、子どもたちの
朝ごはんに対する思いや工夫が詰まった数多くのレ
シピが寄せられました。

レシピ賞（敬称略）
信岡咲（八次中）、大畠朱美、児玉和貴、一面伊吹、貞森真
実（十日市中）、分島亮汰、蔦川響子、長岡亮汰（川地中）、
三上奏子（三良坂中）、畠奈津実（作木中）

レシピ賞（敬称略）
斉藤望翔（粟屋小）、滝口真実、中崎慎太郎、原田賢志（作
木小）、中島栄美（安田小）、平戸綾、竹岡さやか、横山美
穂（三次小）、岩水桐吾（灰塚小）、田邊湖都（八次小）

【小学生の部】 【中学生の部】

最優秀賞　益田珠己さん（十日市小５年）
　　カブとベーコンのあったか豆乳スープ、きんぴら
　　カブの葉っぱふりかけごはん、カラフル卵焼き

Ｊ Ａ 賞　亀崎厳宣さん（作木小６年）
　　ボリューム満点目玉焼きごはん、わかめスープ
優 秀 賞　斎藤希翼さん（粟屋小６年）
　　アレンジ食パン：ピザ風地中海編、グラタン風地中海編
優 秀 賞　米田美樹さん（十日市小５年）
　　おばあちゃん風長いものお焼き

最優秀賞　柿森菜帆さん（塩町中3年）
　　３色モッチーズ、ふわふわスープ
Ｊ Ａ 賞　原田瑞季さん（三和中２年）
　　おにぎりサンド
優 秀 賞　坂口友梨さん（八次中1年）
　　りんごホットケーキ、ゆずの香りコンソメスープ
優 秀 賞　山本春香さん（十日市中2年）
　　ごはん、みそ汁、青菜の卵とじ、フルーツヨーグルト
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くらしのサポーター
s u p p o r t e r

住
宅
用
火
災
警
報
器

購
入
助
成
事
業

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、ご家族の
悩みなどの相談を障害者支援センター相談員などが行い
ます。お気軽にご相談ください。

　総務省では、国や特殊法人の仕事につい
ての苦情やご意見・ご要望の解決や実現に
向けて、行政相談委員による相談所を開設
しています。お気軽にご利用ください。 と　き ところ

３月８日㈪ 作木支所
３月９日㈫ 布野保健福祉センター
３月11日㈭ みわ保健センター
３月12日㈮ 吉舎保健センター
３月15日㈪ 君田保健センター
３月16日㈫ 甲奴老人福祉センター
３月19日㈮ みらさか福祉センター

障害者巡回相談
相 談 員
　三次市障害者支援

センター相談員
　　　　　　　ほか
相談時間
　10時～12時

問い合わせ先　三次市障害者支援センター
　☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132
　 support@p1.pionet.ne.jp

問い合わせ先
　総務省中国四国管区行政評価局
　☎（082）228-6173　 （082）228-4955

障害者相談会開催のお知らせ行政相談委員の
相談所開設

と　　き と　こ　ろ

 ２月23日㈫ 10：00～15：00 吉舎支所

 ２月25日㈭ 10：00～11：30 君田保健センター

 ２月26日㈮ 10：00～15：00 三次市福祉保健センター

 ３月 6 日 ㈯ 10：00～11：30 君田保健センター

 ３月９日㈫
10：00～15：00 吉舎支所

10：00～15：00 みわ保健センター

 ３月10日㈬  9：00～12：00 甲奴老人福祉センター

 ３月15日㈪  9：00～12：00 みらさか福祉センター

 ３月21日㈰ 10：30～16：00 ＣＣプラザ
※日程は変更される場合がありますので、ご利

用の際は、下記にお問い合わせください。

と　き ところ
３月６日㈯ 三次市福祉保健セン

ター2階活動交流室３月20日㈯

と　き ところ

３月13日㈯ 三次市福祉保健セ
ンター１階相談室

ピア・カウンセリング
聴覚障害・脊髄損傷・視覚障害・歩行障
害・脳血管障害・統合失調症の方々がカ
ウンセリングに応じます。
カウンセリング時間
13時30分～15時30分※要予約（３日前まで）

「きこえ」に困っている
人のための相談会
相談員　伊達元一郎（聴覚障害者）
相談時間　９時～12時
　　　　　　※要約筆記あり

　

市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
の
向
上
と
緊
急
経
済
対
策
の
一
環

と
し
て
、
火
災
警
報
器
購
入
に
係
る
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
に
各

世
帯
主
宛
に
配
布
し
た
助
成
券
の
利
用

期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
お
早
め

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
助
成
券
利
用
方
法

①
助
成
券
の
裏
面
に
世
帯
主
の
名
前
、

住
所
を
記
入
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ

い
。

②
取
扱
登
録
店（
助
成
券
配
布
時
に
一

問い合わせ先
総務部危機管理課危機管理係
☎（0824）62-6116 （0824）62-2951

kikikanri＠city.miyoshi.hiroshima.jp

　店舗によっては助成対象機器の一部を取り
扱ってない場合がありますので、事前にご確認
ください。

住宅用火災警報器購入助成券取扱店 
新規登録紹介

覧
表
を
同
封
、
そ
れ
以
降
登
録
さ
れ

た
店
舗
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
中
）に

助
成
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
対
象
商
品
を
購
入
す
る
際
に
、
差
額

分
を
購
入
店
に
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
注
意
事
項

 

・
助
成
券
は
第
三
者
へ
の
譲
渡
は
で

き
ま
せ
ん（
１
世
帯
に
つ
き
１
枚
の

み
）。

 

・
助
成
券
は
取
扱
登
録
店
の
み
で
利
用

で
き
ま
す
。

 

・
助
成
券
の
紛
失
等
に
つ
い
て
、
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

（平成２２年１月４日現在）

　次の店舗を三次市住宅用火災警報器購入助成
券取扱店として新規に登録しました。登録店は
随時受け付け中です。

店　　名
所在地

電話番号

庄原農業協同組合甲奴支店
甲奴町

（0847）67 － 2231

長岡商事㈱ ホームサービスナガオカ
十日市西

（0824）64 － 8122
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小
・
中
学
校
に
在
学（
入
学
）す
る
児

童
・
生
徒
が
家
庭
の
経
済
的
理
由
の
た

め
に
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
校
外
活
動

費
な
ど
を
補
助
す
る
就
学
援
助
が
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
児
童
・
生
徒
の
在
学（
入

学
）す
る
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
４

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

gakkou@city.miyoshi.hiroshima.jp

在
宅
緩
和
ケ
ア
講
演
会

ご
利
用
く
だ
さ
い

就
学
援
助
制
度

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組

「
広
報
み
よ
し
朗
読
の

時
間
」
の
ご
案
内

Ｉ
Ｔ
講
演
会
の
開
催

　

目
が
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）に
お
い
て
、「
広

報
み
よ
し
」の
朗
読
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

・
日
時　

毎
月
１７
日
・
１８
日　

９
時
～

・
チ
ャ
ン
ネ
ル　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ

ン
ネ
ル　

１１ 

ch

※
緊
急
時
や
災
害
時
、
市
議
会
中
継
に

よ
り
放
送
時
間
を
変
更
す
る
場
合

は
、
右
記
の
時
間
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
朗
読
テ
ー
プ
貸
し
出
し
の
ご
案
内

　

目
の
不
自
由
な
方
へ「
広
報
み
よ
し
」

「
議
会
だ
よ
り
」な
ど
の
朗
読
テ
ー
プ
を

定
期
的
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
次
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎（
０
８
２
４
）６
５

－
２
０
５
１

（
０
８
２
４
）６
２

－
６
２
８
５

fukushi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

社
会
福
祉
法
人

三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

８
９
７
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
８
２
７

m
ycity3

@
ca.w

akw
ak.com

㈱
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

☎
０
１
２
０

－

３
０
７

－

３
４
４

ま
た
は（
０
８
２
４
）６
５

－

２
２
１
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
０
６
６

info@
pionet.jp

　

三
次
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
イ

ン
ド
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
市
の
協
力
を

得
て
、
昨
年
市
内
に
広
島
マ
ブ
テ
ッ
ク

㈱
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

広
島
マ
ブ
テ
ッ
ク
㈱
は
イ
ン
ド
の
Ｉ

Ｔ
技
術
を
最
大
限
に
活
用
し
、
県
内
だ

け
で
な
く
全
国
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
挑
戦

を
始
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
と
の
協
働

は
何
を
可
能
に
す
る
の
か
、
ま
た
日
本

企
業
が
注
目
す
る
イ
ン
ド
の
魅
力
は
何

か
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
三
次

市
に
元
気
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
広
島

マ
ブ
テ
ッ
ク
㈱
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
内
容
で
す
。

と　

き　

２
月
２２
日
㈪　

１４
時
～

と
こ
ろ　

三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

演　

題　
「
イ
ン
ド
と
の
架
け
橋
」～
広

島
マ
ブ
テ
ッ
ク
㈱
の
誕
生
と
目
指
す

と
こ
ろ
～

講　

師　

広
島
マ
ブ
テ
ッ
ク
㈱

　

代
表
取
締
役　

上
杉　

豪
さ
ん

参
加
費　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
部
企
業
誘
致
課
企
業
誘
致
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

6
6
2
1

（
０
８
２
４
）６
２

－

6
1
3
7

kigyou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　

が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

3
月
6
日
㈯　

14
時
～

　
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　

三
次
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講　

師　

角
田
直
枝
さ
ん

（
財
団
法
人　

日
本
訪
問
看
護
振
興

財
団
）

入
場
料　

無　

料

主　

催　

広
島
県・市
立
三
次
中
央
病
院

問
い
合
わ
せ
先

市
立
三
次
中
央
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
０
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
５
０

　三次市で就職を希望される学生や田舎暮
らしを検討されている方を対象に、広島市
において三次市内の企業などが参加して、
三次暮らしの相談会や新規就農相談会など
を行います。この機会にぜひ、おいでくだ
さい。
と　き　２月20日㈯　12時～16時
ところ　ホテル八丁堀シャンテ
　　　　（広島市中区上八丁堀８-28）
参加企業
　三次市雇用労働対策協議会ホームページ
「みよし就活ネット」

　（http://syukatsu-net.sakura.ne.jp/）
　に随時掲載します。
対　象　どなたでもお気軽にご参加ください。
問い合わせ先

地域振興部地域振興課定住促進係
☎（0824）62-6129
（0824）62-6137
chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

「ジョブカフェ MIYOSHI
 in ひろしま」開催

三次での就職・就農をサポート
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イベント
いっぱい!

お
で
か
け

ガ
イ
ド

みよし

　市内で読み語りをしているグループが大集合して「第９回図書館へ行こう」を開
催します。絵本の読み語りや手遊び、紙芝居など楽しい時間を過ごしませんか。

　同日は「古本のリサイクル市」も
開催します。図書館で不要になった
本や、皆さんから寄せられた本を無
料で持ち帰ることができます。
（※持ち帰り用の袋をご持参ください）
　また、家庭で不要になった本を随
時受け付けています。読まなくなっ
た本が再活用されるようにご協力く
ださい。（※汚損のある本はご遠慮
ください）

「第９回  図書館へ行こう」＆
「古本リサイクル市」

問い合わせ先
　三次市立図書館
　☎（0824）62-2639
　 （0824）63-2861
　 miyoshi- l ib@m-city.jp

問い合わせ先　三良坂平和美術館
　　　　　　　☎・ （0824）44-3214

問い合わせ先
　MISTEE（三次科学技術教育協会）
　☎・ （0824）62-2772
　 pyx@p1.pionet.ne.jp

さこももみ絵本原画展
MISTEE実験講座

ロボットを作って動かそう！
～宇宙飛行士も学んだロボット技術～

ホワッと… うふふっ…

　絵本の扉を開くと優
しさと温かさが伝わっ
てきて知らぬ間にほお
が緩んでいる…こんな
経験はありませんか。
絵本は子どもたちを夢
と空想の世界へ誘い、
大人には安らぎと癒し
のひと時をも与えてく
れる不思議な力を持っ
ています。さこももみ
さんの絵本原画をお子
さんと一緒に心ゆくま
でお楽しみください。

　JAXA（宇宙航空研究開発機構）で宇宙飛行士
の訓練に使われた教材でロボットを作ってみませ
んか。ぜひ、本物のロボットを体験してください。

と　き　２月20日㈯～３月14日㈰
　　　　９時～17時　※月曜日休館
ところ　三良坂平和美術館
入場料　一般400円、65才以上300円、

高校生200円
中学生以下、身体障害者手帳等をお持ち
の方および介助者は無料

２月２0日㈯１0時～１２時　　　お絵書き教室、さこももみサイン会
３月３日㈬１0時半～１１時半　読み語り教室
３月６日㈯１4時～１5時半　　読み語りとワイワイこどもコンサート

と　き　３月13日㈯　組み立てと作動確認
　　　　３月14日㈰　プログラム
　　　　時間はいずれも10時～15時
ところ　三次市立塩町中学校　理科室
対　象　小学5年生以上

（学生のほか保護者、教員、一般の大人
など）

定　員　それぞれ10人
（両日とも参加されることをお勧めしま
す）

持参物　筆記用具
参加料　200円
応募方法　住所、名前、学校名・学年等、連絡先、

参加希望日を３月５日㈮までにメールま
たはFAXでお申し込みください。

と　き　３月13日㈯
　　　　13時30分～15時
ところ　三次市福祉保健センター４F
　　　　ふれあいホール
対　象　幼児から
※おはなしパスポートをお持ちの方は、

当日ぜひお持ちください。

と　き　３月13日㈯ 10時～
ところ　三次市福祉保健セン

ター１Ｆロビー
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高嶋ちさ子
１２人のヴァイオリニスト コンサート

と　き　３月14日㈰ 13時30分～
ところ　三次市文化会館　大ホール
入場料 700円　※当日券もあります
チケット販売所　三次市文化会館、CCプ

ラザ、サングリーン、ジョイフル、
三次音楽家協会

問い合わせ先　けんみん文化祭備北地区フェスティバル実行委員会
　　　　　　　　（庄原市民会館内）☎（0824）72-5453

問い合わせ先　三次音楽家協会
　　　　　　　☎・ （0824）62-6338

　備北地区から33団体（三次市17団体）が出場し、邦楽・舞踊・
太鼓・大正琴など多彩な演奏・演技が繰り広げられます。今年
度は20回目を記念し、備北地区で
活躍する合唱11団体による混声合
唱やエミッションスタジオのダン
スも鑑賞できます。多くの皆さん
のご来場をお待ちしています。

　備北の自然や
生活文化を題材
にした写真を展
示します。

　各種音楽コンクール上位入賞者や音楽
学校生、音楽大学生など「未来の若き音
楽家たち」のコンサートです。ピアノ・
サクソフォン・フルート・クラリネット
などの演奏をお楽しみください。

　全国各地で数多くのコンサートを開催し、美しいヴァイオリンの音色で観客を
魅了する高嶋ちさ子さん。「クラシックをより身近に」をテーマに自ら立ち上げ
たプロジェクト「12人のヴァイオリニスト」とともに“観ても、聴いても、美しく、
楽しいヴァイオリン・アンサンブル”を繰り広げます。ぜひ、ご来場ください。

第２０回けんみん文化祭
備北地区フェスティバル

第１８回 「備北の風土」写真コンテスト

第８回
若い芽のコンサート

と　き　２月28日㈰
　　　　９時30分～16時
ところ　庄原市民会館

と　き　２月26日㈮～２月28日㈰
　　　　９時～17時（最終日は16時まで）
ところ　庄原市民会館

問い合わせ先
　広島県文化団体連合会備北支部事務局（庄原市民会館内）
　☎（0824）72-5453

　名前入りの作品集を会場にて配布します。また、審査員によ
る講評や入賞作品の発表を行います。　

第２０回備北短歌大会

と　き　3月6日㈯　12時～16時
ところ　みよしまちづくりセンター

と　き　３月29日㈪　開場18時30分～ 開演19時
ところ　ジミー・カーターシビックセンター
出演者　高嶋ちさ子、12人のヴァイオリニスト、近藤亜紀（ピアノ）
入場料　シングル4,000円　ペア7,000円

※未就学児童は入場できません。当日は託児室を設けますの
で、利用される方は3月14日㈰までに、ジ
ミー・カーターシビックセンターへ
お申し込みください。

入場券取扱所
　ジミー・カーターシビックセンター
　※２月11日㈭ ９時からチケット販売開始

問い合わせ先
　ジミー・カーターシビックセンター
　☎（0847）67-3535
　 （0847）67-3538

入場
無料
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青少年のマスコット　ゆっぴー

青
少
年
育
成
だ
よ
り

　

作
木
町
民
会
議
で
は
、
今
年
度
の
重

点
事
業
の
一
つ
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
は
、「
オ
ア
シ
ス
」

を
合
言
葉
と
し
て
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
い
、
大
き
な
輪
に
広
げ
て
い
く
た

め
、
手
作
り
看
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

看
板
は
、
小
・
中
学
校
・
保
育
所
・

旧
第
一
小
学
校
跡
・
旧
第
三
小
学
校

跡
・
作
木
支
所
の
６
ヵ
所
に
配
付
し
ま

し
た
。

　
“
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
学
校
・
家
庭
・
地

域
へ
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
大
き
な

声
で
（
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

と
で
も
）」”

　

平
成
21
年
11
月
13
日
、
日
本
を
代
表

す
る
人
形
作
家
の
辻
村
さ
ん
を
、
母
校

で
あ
る
三
次
小
学
校
に
招
き
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
人
形
舞
の
実
演
を
見
た

り
、実
際
に
人
形
に
触
れ
る
な
ど
し
て
、

辻
村
さ
ん
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
昨
日
と
同
じ
じ
ゃ
損
。
昨

日
よ
り
一
歩
出
て
一
つ
で
い
い
か
ら
何

か
や
っ
て
み
な
さ
い
。
３
６
５
日
た
っ

た
ら
す
ご
い
こ
と
に
な
る
よ
」
と
辻
村

さ
ん
が
優
し
く
語
ら
れ
た
言
葉
は
、
児

童
ら
の
心
に
深
く
残
っ
た
よ
う
で
す
。

　

三
次
町
民
会

議
は
、
こ
う
し

た
青
少
年
の

キ
ャ
リ
ア
教
育

を
今
後
も
支

援
し
て
い
き
ま

す
。

オ
ア
シ
ス
で

あ
い
さ
つ
運
動
実
施
中
！

辻
村
寿
三
郎
さ
ん

母
校
訪
問

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議
は
、
三
次
市
内
の
19
町
民
会
議
で
構
成
さ
れ
、

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
作
木
町
民
会
議

青
少
年
育
成
三
次
町
民
会
議

「
ひ
と
・
か
が
や
き
一
行
詩
」入
賞
作
品

　
「
笑
顔
」「
愛
」「
優
し
さ
」を
テ
ー
マ
に
小
・
中
学
生
、
一
般
の
皆
さ
ん
に

広
く「
ひ
と
・
か
が
や
き
一
行
詩
」を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
、２
２
１
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
次
市
長
賞

小学生
の部

中学生
の部

一般
の部

お
母
さ
ん
お
父
さ
ん　

い
の
ち
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う

金　

上　

友　

風 

さ
ん 

（
十
日
市
小
３
年
）

親
切
も
意
地
悪
も　

必
ず
自
分
の
所
に
か
え
っ
て
く
る

岩　

水　

桂　

亮 

さ
ん （
三
良
坂
中
２
年
）

あ
な
た
の
目　

あ
な
た
の
言
葉　

優
し
さ
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
て
る

有　

重　

嘉
代
子 

さ
ん （
吉
舎
町
）　　
　

広
島
法
務
局
三
次
支
局
長
賞

小学生
の部

中学生
の部

一般
の部

愛
っ
て
い
い
ね　

も
ら
っ
て
も　

あ
げ
て
も

　

サ
イ
ズ
は
い
ろ
い
ろ
だ
け
れ
ど　

ど
ん
な
大
き
さ
で
も
う
れ
し
い
ね

辻　
　

明
日
香 
さ
ん 

（
川
西
小
４
年
）　

笑
顔
の
花
は
一
人
じ
ゃ
咲
か
せ
ら
れ
な
い

　

友
だ
ち
、
家
族
…
周
り
の
人
が
い
て
初
め
て
笑
顔
の
花
は
咲
く

佐　

藤　

望　

美 

さ
ん （
吉
舎
中
２
年
）　

子
ど
も
た
ち
の　

涙
と
笑
顔
が
道
し
る
べ

田　

中　

宏　

恵 

さ
ん （
山
家
町
）　　
　

人
権
擁
護
委
員
特
別
賞

小学生
の部

中学生
の部

一般
の部

心
が
し
ず
ん
で
い
る
人
に　

自
分
の
笑
顔
を
分
け
て
あ
げ
よ
う

眞　

田　

瑛
理
果 

さ
ん 

（
十
日
市
小
４
年
）

「
が
ん
ば
ろ
う
」そ
の
ひ
と
こ
と
に
は
げ
ま
さ
れ

　

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
っ
て
安
心
す
る
ん
だ

佐
々
木　

華　

奈 

さ
ん （
三
良
坂
中
１
年
）

笑
顔
は
人
生
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

井　

清　

孝　

子 

さ
ん （
畠
敷
町
）　　
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問い合わせ先
　建設部建築住宅課住宅営繕係　☎（0824）62-6161　 （0824）62-6166
　 kenchikujutaku@city.miyoshi.hiroshima.jp　または各支所地域づくり係

住宅ナビ
　　　　　　　  雇用促進住宅は

「三次市定住促進住宅」になります

募集期間　　３月５日㈮～15日㈪
入居可能日　４月３日㈯～
申し込み資格　

①単身入居可。同居者のある場合は夫婦（婚約
者、内縁関係を含む）、親子などの親族であ
ること

②三次市へ住民登録をしている方、または住民
登録を移すことが誓約できる方

③申し込み者・同居者に市税や料などの滞納が
ないこと

④入居する世帯の年間収入の12分の１の額が、

家賃額の３倍以上あること
⑤申し込み者・同居者が暴力団員でないこと

募集住宅　
　寺戸定住促進住宅、寺戸第二定住促進住宅、吉
舎定住促進住宅、三良坂定住促進住宅
※空き室は、３月１日㈪から建築住宅課および各

支所窓口に設置する募集要項で案内します。
※１階への入居は、原則「60歳以上の高齢者、障

害者手帳を交付されている方、就学前の子ども」
がいる世帯を優先します。

家賃額 （単位：円／月）

寺戸住宅 寺戸第二住宅 吉舎住宅 三良坂住宅

５階 30,000 32,000 30,000 30,000

４階 31,000 33,000 31,000 31,000

３階 32,000 34,000 32,000 32,000

２階 33,000 35,000 33,000 33,000

１階 32,000 34,000 32,000 32,000

●新規入居募集 （募集期間が早くなりました）

※家賃のほかに、共益費・駐車場使用料などの支払いが必要となります。
※地元の自治会等へ加入していただきます。

申し込みに必要な書類などは、３月１日㈪から設置する募集要項をご覧ください。
募集戸数を越える場合は、抽選となります。

平成22年４月から
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募 集 中ただいま

三
次
市「
地
産
地
消
の
店
」

募
集
中
！

　
「
三
次
市
地
産
地
消
の
店
」と
は
、
三
次

産
の
農
産
物
等
を
積
極
的
に
食
材
に
使
用

し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
と
し

て
市
が
認
定
し
た
お
店
で
す
。
現
在
、
市

内
の
24
店
舗
を「
地
産
地
消
の
店
」と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

市
内
に
店
舗
を
構
え
る
飲
食
店
で
、
次

の
４
つ
の
基
準
の
う
ち
２
つ
以
上
を
満

た
す
飲
食
店

①
年
間
を
通
じ
て
三
次
産
の
米
を
お
お

む
ね
５
割
以
上
使
用
し
、
そ
の
こ
と

を
表
示
し
て
い
る
こ
と
。

②
米
を
除
く
三
次
産
の
農
産
物
お
よ
び

加
工
品（
原
料
の
７
割
以
上
が
三
次

産
の
農
産
物
）を
お
お
む
ね
５
割
以

上
使
用
し
た
献
立
を
、
年
間
を
通
じ

て
１
品
以
上
提
供
し
、
そ
の
こ
と
を

表
示
し
て
い
る
こ
と
。

③
食
材
の
仕
入
れ
に
係
る
三
次
産
の
農

産
物
お
よ
び
加
工
品
の
割
合
が
仕
入

金
額
の
お
お
む
ね
５
割
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
。

④
三
次
産
の
農
産
物
お
よ
び
加
工
品
を

使
用
し
た
献
立
を
今
後
も
増
や
し
て

い
こ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

●
認
定
店
の
メ
リ
ッ
ト

　
「
地
産
地
消
の
店
」と
し
て
認
定
さ
れ
る

と
、
認
定
店
で
あ
る
こ
と
を
示
す
認
定
証

交通安全標語の募集

と
認
定
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
紹
介
な
ど
、

地
産
地
消
を
推
進
す
る
飲
食
店
と
し
て
、

積
極
的
に
認
定
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
役

所
お
よ
び
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
応
募
締
切

　

２
月
２６
日
㈮

●
認
定
期
間

　

認
定
日
か
ら
３
年
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
部
農
政
課
営
農
推
進
係

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
４

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

nousei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　市内の上原交差点歩道橋に掲示する交通安全標語を募集しています。
皆さんが日ごろから交通安全に寄せる思いや、気をつけていることなど
を標語にして、ふるってご応募ください。
募集内容　１７文字以内の交通安全に関する標語
応募締切　２月26日㈮まで
応募資格　三次市内に在住または通勤・通学している人
応募方法　応募する標語、名前、住所、性別、年齢、連絡先を明記し、危機管理課に郵送・ＦＡＸ・

メール等でご応募ください。
注意事項
・応募は応募者一人につき一作品とします。 
・応募された作品に関する一切の著作権等については、三次市に帰属します。
・応募作品は、返却しません。
表　彰　応募作品の中から、主催者が最優秀賞・優秀賞・佳作の各賞を選考し、春の全国交通安全運

動にあわせて表彰を行う予定です。
主　催　三次市・三次警察署・三次交通安全協会

応募・問い合わせ先　
総務部危機管理課危機管理係
〒728-8501　三次市十日市中二丁目８番１号
☎（0824）62-6116　 （0824）62-2951

kikikanri@city.miyoshi.hiroshima.jp
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第
４
回
は
ら
み
ち
を
大
賞

お
母
さ
ん
の
詩
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

三
次
高
等
技
術
専
門
校

生
徒
募
集

三
次
市
消
防
音
楽
隊
員

募
集
♪

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で

も
」「
誰
で
も
」学
べ
る
生
涯
学
習
機
関
で

す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

●
募
集
学
生

　

教
養
学
部（
全
科
履
修
生
／
選
科
履
修

生
／
科
目
履
修
生
）

 

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
時
期

は
年
に
２
回（
４
・
10
月
）。

 

・
人
文
、
社
会
、
自
然
、
産
業
な
ど
の
幅

広
い
分
野
の
科
目
を
選
ん
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
卒
業
生
な
ど

は
、
２
・
３
年
次
に
編
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

大 

学 

院（
修
士
全
科
生
／
修
士
選
科

生
／
修
士
科
目
生
）

 

・
修
士
全
科
生
は
、
入
学
者
選
考
を
行
い

ま
す
。

 

・
修
士
選
科
生・修
士
科
目
生
は
、
１８
歳
以

上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

 

・
現
職
教
員
の
方
の
専
修
免
許
状
取
得
に

利
用
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士

選
科
生
・
修
士
科
目
生（
平
成
22
年
4
月

入
学
）

　

2
月
28
日
㈰
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
７
３
０

－

０
０
５
３

広
島
市
中
区
東
千
田
町
１

－

１

－

８
９

☎（
０
８
２
）２
４
７

－

４
０
３
０

（
０
８
２
）２
４
７

－

４
４
６
１

　

優
し
さ
、
勇
気
、
辛
抱
、
親
子
の
き
ず

な
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
お
母
さ
ん
へ
の
日

ご
ろ
の
感
謝
の
想
い
を
詩
で
表
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。５
月
９
日
㈰
の
母
の
日
に
は
、

は
ら
み
ち
を
大
賞
ほ
か
各
賞
受
賞
者
の
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
内
容

　

お
母
さ
ん
へ
の
想
い
を
詩
に
し
た
作
品

●
対
象
者

　

広
島
県
内
の
小
学
生

●
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
用
紙

に
詩
と
住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
一
人
１
点
と
し
ま
す
。

●
応
募
先

　

は
ら
み
ち
を
美
術
館

●
応
募
締
切

　

２
月
１５
日
㈪　

※
当
日
消
印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
２
８

－
０
４
０
５

　

三
次
市
君
田
町
泉
吉
田
３
１
１

－

３

　

は
ら
み
ち
を
美
術
館

　
（
君
田
温
泉
森
の
泉
内
）

☎（
０
８
２
４
）５
３

－

7
0
2
1

（
０
８
２
４
）５
３

－

2
1
1
9

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
２２
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
訓
練
科
等
】

 

・
自
動
車
整
備
科

　
（
期
間
…
２
年
／
１８
歳
以
上
３０
歳
以
下
）

 

・
溶
接
加
工
科

　
（
期
間
…
１
年
／
４５
歳
未
満
）

 
・
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
科

　
（
期
間
…
１
年
／
４５
歳
未
満
）

 

・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
（
期
間
…
６
ヵ
月
／
年
齢
制
限
な
し
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

募
集
要
項
を
請
求
の
う
え
、
応
募
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
日
・
選
考

内
容
・
合
格
発
表
日
な
ど
に
つ
い
て
も
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

２
月
２３
日
㈫
ま
で

【
そ
の
他
】

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
指
示
に
よ
り
入
校
し
た
人
は
、
訓
練
修

了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ

か
、
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　

三
次
市
十
日
市
南
６

－

１
４

－

１

☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
４
３
９

　

三
次
市
消
防
音
楽
隊
で
は
、
隊
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
特
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン（
打
楽
器
）の
経
験
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
音
楽
隊
は
三
次
市
消
防
団
の
音
楽

隊
と
し
て
、
防
火
・
防
災
の
広
報
活
動
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
吹
奏
楽
の
バ
ン
ド

で
す
。
吹
奏
楽
の
好
き
な
方
、
私
た
ち
と

一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
？　

皆
さ
ん
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
プ
ロ
の
バ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

三
次
市
消
防
音
楽
隊
事
務
局

☎（
０
８
２
４
）６
３

－

１
１
９
２
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MIYOSHI　 SPORTS

講　　座　　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

監督者訓練第3科
（人の扱い方） 2/18・2/19 木・金 9:00～16:00 15 15,000円 （昼食費込）

18,000円 （昼食費込）

パソコンみっちり20日間コース 2/22～3/19 月～金 13:00～16:00 20 30,000円（テキスト代別）
30,000円（テキスト代別）

Access基礎マスターコース 2/22～3/29 月・木 18:30～20:30 20 10,000円（テキスト代別）
12,000円（テキスト代別）

課長実践研修 2/23・2/24 火・水 9:00～16:00 20 18,000円 （昼食費込）
21,000円 （昼食費込）

Ｅxceｌ
（ステップ2 グラフ・関数編） 2/23～2/25 火・水・木 13:00～16:00 20 　6,000円（テキスト代別）

　8,000円（テキスト代別）

Ｅxceｌ マスター関数コース 2/25～3/25 月・木 18:30～20:30 20 　9,000円（テキスト代別）
11,000円（テキスト代別）

Ｅxceｌ
（ステップ3 関数・データ機能編） 3/2～3/4 火・水・木 13:00～16:00 20 　6,000円（テキスト代別）

　8,000円（テキスト代別）
接遇応対訓練
（一般的および応用マナー） 3/12 金 9:00～16:00 20 　5,000円

　6,000円
監督者訓練第４科 

（安全作業のやり方） 3/16・3/17 火・水 9:00～16:00 15 15,000円 （昼食費込）
18,000円 （昼食費込）

申し込み・問い合わせ先　広島北部地域職業訓練センター　
　　　　　　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/index.htm

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
講
座
等･

案
内

職業訓練 ※ 時間は変更になる場合があります。

※定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承ください。
その他にも三次市緊急委託訓練講座を開設しています。
　　市内事業所・三次市民の方は無料で受講していただけます。
　　詳細はホームページを参照してください。
　　申し込み・問い合わせは訓練センターまでお願いします。

【参　考】

特定（産業別）最低賃金 時間額 発効日
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 814円

平成21年12月31日

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 783円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 788円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機
械器具製造業 746円

自動車・同附属品製造業 772円
船舶製造・修理業、舶用機関製造業 813円
各種商品小売業 759円
自動車小売業 767円

上記以外の業種については、

が適用されます。
また、上記産業に該当する事業所で働く労働者のうち
① 年齢18歳未満または65歳以上の人
② 雇入れ後6カ月未満の人で技能習得中の人
③ 主として清掃または片付けの業務に従事する人
④ 上記の産業において「特定の軽易業務」に主として従事する人
には、「広島県最低賃金」が適用されます。

広島県特定（産業別）最低賃金が改正されました。

問い合わせ先
　広島県労働局賃金室
　☎（082）221-9244

広島県最低賃金　時間額 692円
（平成21年10月８日発効）
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MIYOSHI　 SPORTSスポーツDOミ ヨ シ

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366 （0824）66-3370 http://miyoshi-park.jp/

 ６日㈯ エンジョイ！フットサルリーグ

 ７日㈰ 県北バスケットボール順位決定トーナメント戦

 ９日㈫ 第18回ミズノ杯パークゴルフ大会

13日㈯ とれたて野菜市

14日㈰ 第33回北部家庭婦人バレーボール連盟大会

16日㈫ パークゴルフともえ会月例会

19日㈮・
20日㈯

ソフトテニス広島県少年男女強化合宿
（1日目、2日目）

21日㈰ 三次チャレンジカップ ’10
第8回6人制バレーボール大会　男子の部

22日（月・祝） 三次チャレンジカップ ’10
第8回6人制バレーボール大会　女子の部

27日㈯・
28日㈰

中国高等学校バスケットボール選手権
三次地区予選（1日目、2日目）

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344

 ７日㈰
三次市長旗争奪サッカー大会

ミズノファミリースポーツイベント

13日㈯ 三次地区高校サッカー１年生大会

14日㈰ 三次市長旗争奪サッカー大会

15日㈪～
17日㈬ はじめてみよう！硬式テニス 

20日㈯・
21日㈰ 三次市長杯少年サッカー大会

21日㈰ 高校野球春季地区大会

22日（月・祝） 八次中学校サッカー送別会

27日㈯・
28日㈰ 高校野球春季地区大会

28日㈰～
30日㈫ 西日本サッカーフェスティバル

主　な　行　事 3月●March

ポスチュア･ウォーキング教室
受講生募集（全３回）

第22回江の川親水マラソン
参加者募集!

　ポスチュアとは英語で「姿勢」の意味。ポスチュア・
ウォーキングは、日常生活でどこでもできるエレガント
で美しい歩き方のことです。正しい歩き方は全身運動に
もなり、特にヒップアップや脚の引き締め、そして心身
の若返りに効果があるとされています。
　道具を使わず、ただ歩くだけで体がどんどん引き締ま
る…、そんな健康的な歩き方を一緒に学んでみませんか。

申し込み・問い合わせ先
　江の川親水マラソン実行委員会
　（三次商工会議所内）
　☎（0824）62-3125  （0824）63-5200

申し込み・問い合わせ先
　地域振興部地域振興課ひとづくり係
　☎・ （0824）64-2832
　 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

と　き　〈第１回〉３月６日㈯、〈第２回〉３月13日㈯
　　　　〈第３回〉 ３月20日㈯
　　　　（時間はいずれも10時～11時30分）

ところ　粟屋小学校体育館
講　師　板橋千代美さん（ポスチュアスタイリスト）
受講料　無料
準備物　運動ができる服装、屋内用の運動靴
申し込み締切　３月２日㈫

　みんなで爽やかランニング！
　当日は、尾関山公園でさくら祭も開催されま
す。春の三次を満喫してみませんか。

と　き　４月４日㈰
　　　　９時30分～（雨天決行）
ところ　十日市親水公園グランド発着コース
種　目　4.2kmコース、10.5kmコース
参加料　幼児／無料　小・中学生／1,000円
　　　　一般／2,000円
申し込み方法
　三次商工会議所、ＣＣプラザ、サングリー
ン、各金融機関などに備え付けの所定の申込
用紙に必要事項を記入のうえ、2月26日㈮

（当日消印有効）までにお申し込みください。
※当日参加は受け付けできません。

美しく、ただ歩くだけで
体がどんどん引き締まる！
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図 書 館 　 掲 示 板

行　　　事　　　名 日　　　時 対　　象　　　

三次市立図書館　 ☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861 ※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

このほんだいすきぷーさんの会 ３月 6 日（土）　10：30～ 幼児から
ぐるんぱ ３月10日（水）　10：30～ 乳幼児から
たんぽぽ ３月20日（土）　14：00～ 幼児から
君田図書館 　☎・ （0824）53-7050
ばんびのお話し広場 ３月21日（日）　13：30～ 幼児から
布野図書館　 ☎（0824）54-2111　 （0824）54-2429
絵本の会「空色のたね」 ３月20日（土）　10：30～ 幼児から
作木図書館 　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010
絵本の会「どんぐり」 ３月13日（土）　10：30～ 幼児から
吉舎図書館 　☎（0824）43-3444　 （0824）43-7272
おはなし広場 ３月10日（水）　10：30～ 幼児から
おはなし広場春休みスペシャル ３月28日（日）　11：00～ 幼児から
三良坂図書館 　☎・ （0824）44-2749
おはなし会 ３月16日（火）　10：30～ 幼児から
三和図書館 　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 ３月 3 日（水）　13：30～ 一　般
絵本の広場 ３月13日（土）　14：00～ 幼児から
おひざにだっこのおはなしたいむ ３月19日（金）　11：00～ 乳幼児から
甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538

「へびくんのおさんぽ」のお話し会 ３月20日（土）　14：00～ 幼児から

新
着
情
報

　水を飲んで空腹が満たされ
るなら、肥満にならない。し
かし水分を取ってもなお食
べ、脂肪を蓄えようとするか
らこそ、人類は飢餓にも生き
残り、文明を築きあげたので
ある。ところがいまや、その
人類の生理ゆえに肥満への道
をまっしぐらに進んでいる。

（訳者あとがきから）
　世界の肥満人口は16億人
以上といわれ、飢餓人口7億
人を大きく上まわり増え続け
ている。糖尿病、高血圧、心
臓病などは肥満と大いに関連
があるといわれているが、そ
れらの医療コストは喫煙によ
るそれをはるかに上回る。世
界に広がる意外な「太る」原
因を分析し、その対処法を提
案する。

あなたは、なぜ
太ってしまうの
か？
著／バリー・ポプキン
訳／古賀林　幸
出版社／朝日新聞出版

『周
し ゅ う き ひ ょ う

期表』ゆか
いな元

げ ん

素
そ

たち！
絵
え

／サイモン・バシャー
文
ぶん

／エイドリアン・ディングル
訳
やく

／藤
ふ じ た

田　千
ち え

枝

出
しゅっぱんしゃ

版社／玉
たまがわ

川大
だいがく

学出
しゅっぱんぶ

版部

3 月

※日程が変更になる場合があります。

　世
せ か い

界を作
つく

っているいちばん
おおもとのもの、それが元

げ ん そ

素
です。その元

げ ん そ

素を、並
なら

べて表
ひょう

にしました。それが周
しゅうきひょう

期表で
す。縦

たて

の列
れつ

は科
か が く

学的
てき

に似
に

た性
せい

質
しつ

を持
も

つ仲
な か ま

間が並
なら

んでいま
す。
　この本

ほん

では、性
せいしつ

質が似
に

てい
る縦

たて

のグループごとに、その
元
げ ん そ

素の個
こ せ い

性（キャラクター）を
紹
しょうかい

介しています。でもなかに
は、その名

な ま え

前をあまり聞
き

いた
ことのない「アインスタイニ
ウム」や「メンデレビウム」な
ど、グループからのはみ出

だ

し
者
もの

も登
とうじょう

場します。
　そのユニークな名

な ま え

前に負
ま

け
ないキャラクターたち。ぜひ、
お気

き

に入
い

りのキャラクターを
みつけてみてください。

●と　き　３月13日（土） 13時30分～
●ところ　三次市福祉保健センター４階ふれあいホール
●内　容　絵本の読み語り、紙芝居など　対象は幼児から

第９回　「図書館へ行こう」開催！
三次市立図書館の読み語りボランティアグループ大集合

●と　き　３月13日（土） 10：00～
●ところ　三次市福祉保健センター１階ロビー

三次市立図書館　古本リサイクル市
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HELLO GOOD JOB!!

人口総数
　 男
　 女
世帯総数

警戒日
北部ブロック警戒日
路線別注意日（R54）
県下一斉警戒日

月間有効求職者数
月間有効求人数
月間有効求人倍率

観測日が不足しており、
数値に十分な信頼性がな
いため、１月の気象情報
は掲載しません。

58,497人（－60人）
27,658人（－28人）
30,839人（－32人）

23,836世帯（－15世帯）

３月４日㈭
３月30日㈫
３月10日㈬
３月３日㈬

1,297人
964人
0.74倍

人口の動き

交通事故
　 多発予報 求人・

　 求職状況

1月の気象２月１日現在
（　）は対前月比

警 戒 日
交通事故発生の可能
性がもっとも高い日

ハローワーク
三次

気象庁〈三次地点〉

※外国人登録を含む
気象統計資料による

月3 12月分

求人募集･仕事の相談はハローワークへ!
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

あて先　〒７２８－８５０１
　三次市十日市中二丁目８番１号
　三次市総務部 秘書広報課　「みんなの広場」係
　 hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
　※ お名前（ペンネーム可）・住所を必ず記入して投稿してください。

あなたの作品を「広報みよし」に
掲載してみませんか。

俳句、短歌、写真、絵は
がきなど紙面に掲載でき
るものなら何でもＯＫ。

奥田元宋・小由女美術館 【3月10日㈬休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012

3月１日㈪・
3月30日㈫

開館時間延長日（21時まで開館）
お月見とロビーコンサートをお楽
しみください。

はらみちを美術館
 【2月16日㈫臨時開館、2月17日㈬・18日㈭臨時休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

～2月15日㈪ 広安祥苑「福寿」書作展

2月19日㈮
～3月15日㈪ 炉辺愛の愛ある涙展

三良坂平和美術館 【月曜休館】
☎・ （0824）44-3214

2月20日㈯
～3月14日㈰ さこももみ絵本原画展

3月20日㈯
～4月11日㈰

岩絵の具に魅せられて
日本画三人展

美術館あーとあい・きさ 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231

2月16日㈫
～2月28日㈰

吉舎町内児童生徒作品展
（高校生の部）

三次市文化会館
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

3月14日㈰ 第8回若い芽のコンサート

3月15日㈪ 市・県民税（住民税）申告相談受付

3月22日（月・祝） 三次高校吹奏楽部第29回定期演奏会

広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106

～3月22日
（月・祝）

冬の展示会 
「江の川　瀬・渕の民俗
　　　　－川と生きる－」

2月19日㈮
～5月9日㈰

歴史民俗展示 
「古写真で見る県北のくらし」

3月6日㈯ 文化財講座 
「江の川の瀬・渕の民俗」

3月14日㈰
歴風トーク 

「埋蔵文化財保護行政の現状と課題
 －遺跡の発見から保存活用まで－」

●主な行事

２月の納税
納税相談はいつでも気軽にご相談ください

●国民健康保険税（８期）

納期限は３月１日（月曜日）です
【納付方法について】 財務部収納課収納係
　☎（0824）62-6127　 （0824）62-6137　 shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp

【課税内容について】 財務部課税課市民税係
　☎（0824）62-6122　 （0824）62-6137　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp
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□年間を通じて三次産の米を５割以上使用
□三次産農産物を５割以上使用した献立を、年間を通して

１品以上提供
□食材仕入れ金額の５割以上が三次産の農産物
□今後も三次産農産物を積極的に使用する意欲がある

携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

※一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があります。
　あらかじめご了承ください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/

発行／三次市　　編集／総務部秘書広報課
〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目8番1号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223 

hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp
三次市ホームページ　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

地産
地消

み よ し 物 語

Vol.20

三次産農産物をふんだんに使った

三次市地産地消認定の店を

ご紹介します。

「おいしい三次」をどうぞ召し上がれ。

地産地消の店認定基準 ※４項目のうち２つ以上あてはまること

特 選 食 材
Del i c ious  Food!

M i y o s h i
S t o r y 

問い合わせ先　総務部総務課職員係
　　　　　　　☎（0824）62-6105　 （0824）62-6137
　　　　　　 soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp

※一部の施設では開庁時間が異なります。

　今回は、みよし本通りの北にある「赤猫」をご紹介
します。こちらは旧酒蔵の跡地を利用したお店で、
これまで「御宝屋café」として親しまれてきました
が、２月４日リニューアルオープンしました。
　店内に一歩入ると、薪ストーブや学校の椅子、古
い看板など、昔懐かしいものがたくさん飾られてい
るのに、なぜか新しい…そんな不思議な空間が広が
ります。「日常の忙しさを忘れて、ただただゆっく
りと心を落ち着かせる居場所になれば」というお店
のコンセプトどおり、トイレにはベビーベットなど
も備え付けられており、訪れた人みんなにやさしい
お店づくりがされています。
　そして、お店づくりのもう一つのキーワードは「ま
ちづくり」。三次市を元気にしたいという思いから、
老若男女を問わず多くの人がこの場所に集えるよう
にと元酒蔵を生かしたさまざまなイベントを開催さ
れています。また、「都市と農村」の交流だけでなく
「地方と地方」の交流にも目を向け、海の町である島
根県海

あ ま

士町との交流も積極的に行われています。
　「今も日々進化しているんですよ」という言葉どお
り、赤猫は毎日新しい顔をみせてくれます。地元産
のおいしいものを味わいに出かけるのはもちろん、
本当の自分、この町の未来を見つけに出かけてみて
はいかがですか。

三次町1144-1　☎（0824）63-1713
営業時間　12：00～20：00
定 休 日　毎週火曜日・毎月第1水曜日

　こちらのお店は旧万寿の井酒造の倉庫を利用した
もので、水のおいしさには定評があります。この澄
みきった水の美しさを耳でも体感してもらおうと庭
には「水

すい

琴
きん

窟
くつ

」が作られています。心癒される音色を
ぜひ体感してみてください。また、こちらで食事を
した方には、無料で水を提供しているそうです。訪
れる際はペットボトルをお忘れなく！

卑弥呼蔵 たべもの屋 赤
あ か

　猫
ね こ

元酒蔵の 澄みきった水

いち
　おしっ

三次産の野菜をじっくり煮込んだ特製カレーは、スパイスが
効いたなかにも野菜の甘みをしっかりと感じることができま
す。また、島根県海

あ ま

士町産のイカのフライはプリプリとした
歯ごたえがおいしい一品。山の幸と海の恵みの両方が味わえ
るお得なメニューです。

海の恵みカレー【850円】

平成22年４月１日以降の開庁時間
８時30分～17時15分

平成22年４月から
市役所の開庁時間が変わります！

お知
らせ


